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地 酸性 プ ロ テ ア ーゼ の 順 に そ の 強 さは 低 くな る と報

告 して い る．我 々 は今回 グル タ ミ ン 酸生成 を中心 と し

て麹菌 プ 卩 テ ア
ーぜ を検 し ， 麹菌 の 選 択製麹条件の検

討を行な う目的で 実験を行 なつ た．

　実験及び 結果

　麩麹 よ り粗精製 プ ロ テ ア
ーゼ を作 り， こ れを乳性 カ

ゼ イ ン
， 大豆 グ リシ ニ ン に作用せ しめ 生成ア ミ ノ 酸 を

Pulpdisk 法 に よ り定量 した．

　既知 プ ロ テ ア ーゼ
， 即ち，

ペ プ シ ン
，

パ パ イ ン
， ト

リプ シ ン
，

パ ン ク レ ア チ ン
，

バ ク テ リ ヤ プ ロ テ ア ーゼ

等 で 検討す る に乳性 カ ゼ イ ン に 対 して は ア ル カ リ側 プ

ロ テ ア ーゼ 程 グ ル タ ミ ン 酸の 生成力が強い 事が認 め ら

れ た．

　併 て麹菌 プ ロ テ ア ーゼ に つ い て行な つ た 実験 の
一

部

を報告す る．

42、 Trichoderma　Cellulase の 研 究 （1）

宮崎大，農 外 山 信 男 （12）

　 目　　　的

　合成培地 で の 本 菌 の培 養 濾 液 中 に は 耐熱性 Cellu−

lase と耐熱性 Xylanase が共存 して い る．

　 微生物 の Cellulaseが Xylan をも分解す る と思 わ

れ る例並 び に 精製 Cellulase 標品が Xylanase 活性

を併有す る例が屡々 報告 され且 両基質 の 構造が 似 て い

る の で Cellulaseの 群特異性と考 え て い る研究者 が あ

る．こ の 他水溶牲 Cellulose誘 導体 を分解す る 酵素と

不溶性 Cellulase を分解す る酵素 は 異な る とい う実験

例がある
一

方水溶性 Cellulose分解酵素が 同
一

の 作用

を有す る 数区分 に 更 に 分け られ る と い う所謂 多成分 説

が あ る．

　 こ れ らの 問題 に 関 して 著者の Cellulose標品 に検討

を加 えた．

　 実験方 法 と結果

　麹法及 び 合成培養濾液 よ り Cellulase区分を 分離す

る為 の現在 迄 の 最 良 の 方法 は 酵 素液 を pH 　2．4，40℃

に適宜の時間保つ た後酒精で分劃沈澱 を行な うこ と で

あ る．本法 で 他の 夾雑酵素 を含 ま ぬ が 微量 の Xyla −

nase の み を含有 す る Cellulase標品が 得 られ る．

　 こ の 両酵素 は 酷似した諸性質を示すが麩 エ キ ス を添

加 した半合成培地 で の 両酵素 の 生成状態並 び に 本培地

よ りの 酵素標品 の 酒精分別 に よ り全 く別種 の もの と判

明 した．次の 目的に 対 して は澱粉を支持体とす る Zone

電気泳動法を用い 著者 の 粗製夊 は 精製標品 を展 開 し

て 見 た．本法 に よつ て も例えば Amylase
，
　 Xylana ・

se，　Cellurase，　Celtobiase の 如きは 夫々 の Pcak は分

れ るが互 に 接 近 し た 泳 動図を示 した．尚 C）ellulase は

浦紙又は CMC を基質 として 夫 々 を 測定 した 場合に

ご く僮か で あ るが Peak が異な るの が認 め られたの で

こ れ に つ い て実験考察 した 結果 も報告す る．

43，Pseudomonas属菌の 色素代謝 に関す る

　　 研 究　（第12報）

Phenazine 系色素生産菌株 の 菌学的諸性質

な らびに 代謝 生産物 に つ い て

武 田 醸 研

武田六 郎 ， ○申西 造 ※（12）

　 目　 　 　 的

　著者 らは さきに Pseudomonas　T 　359 株が PyQluteorin

（1） お よ び 2−Alkyl −4−quinolone （匡） （Pyo 化合物）

とともに Pyocyanine （皿），　Phenazinc −ltarbOxylic

acid （IV），
　 Oxychlororaphine（V ）な どの Phena−

zinc 系邑素 を も生産す る こ とを 明 らか に した．
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　 こ れ らの うち璽は PS・α認 緬  に より，
　 IVは PS．

aureafaciens ｝こよ り， さ らに Y は Ps・chlororaPhiS に よ つ

て そ れ ぞれ 生産 され る こ とが 知 られて い る．著者らは

今回 Phenazine系色素生産株 相互の 関係 ひ い て は

pyoluteorin 生 産 株 T359 お よ び IFO 　3455 の 分類学

的位置 を糾明す る 目的で実験を行な つ た．

　実 験 方 法

　Ps．　aeruginosa 　25株 ，
　 Ps．　aureafaciens 　 5 株 ，

　 P ．‘配oπレ

raPhis 　 2 株 お よ び Ps・iadinum　 1 株に つ い て 分類学的
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